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示談 iH･ぷ2゛言。

第４回企画展

日光社参の道

『『削硝2卵胞温庖1』

　町歴史民俗資料館では､「日光道中壬生通」をテー

マに、第４回企画展を10月14日（日）から11月25日（日）ま

で開催します。

　特に今回は、文化庁、東京国立博物館のご協力を

得て、重要文化財「日光道中壬生通分開廷絵図」を

借用できることになり、10月14日から11月４日まで

の３週間にわたり、町民の皆様に公開する運びとな

りました。

　そのほか、宿場､助郷などの史料も展示されます。

　この機会にぜひ、ご覧ください。

く写真は、日光道中壬生通分開廷絵図（重文、東京

　国立博物館所蔵）〉
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猛
暑
で
プ
ー
ル
大
盛
況

九
月
一
日
に
入
場
者
１
４
万
人
を
突
破

署
い
夏
は
フ
ー
ル
が
最
高
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の

入
場
者
を
記
録
し
ま
し
た
。

-

　
昭
和
六
十
一
年
度
に
黒
川
の
里
ふ

れ
あ
い
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
、
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
同
プ
ー
ル
は
、
黒
川
束
岸
の
緑
に

囲
ま
れ
て
自
然
環
境
が
良
い
こ
と
や

流
水
プ
ー
ル
を
は
じ
め
、
幼
児
用
・

子
供
用
プ
ー
ル
、
二
十
五
ド
プ
ー
ル

な
ど
各
種
プ
ー
ル
が
そ
ろ
っ
て
い
る

ほ
か
、
五
種
類
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

が
あ
る
な
ど
設
備
が
充
実
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
料
金
が
一
般
五
〇
〇

円
、
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円
、
幼
児

は
無
料
と
他
の
プ
ー
ル
に
比
べ
て
安

い
な
ど
の
理
由
で
人
気
を
呼
び
、
入

場
者
は
年
々
急
増
し
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
今
年
は
記
録
的
な
猛
暑
に

さ
さ
え
ら
れ
て
、
八
月
五
目
に
は
今

年
最
高
の
八
千
八
百
六
大
二
人
を
記

録
し
、
同
十
六
日
に
昨
年
よ
り
四
目

早
く
十
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
暑
さ
が
続
き
、
同
十
九
日
に

昨
年
の
年
間
入
場
者
数
十
一
万
八
千

行
五
ナ
五
人
を
突
破
し
、
九
月
一
日

つ
い
に
十
四
万
人
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
十
万
人
と
十
四
万
人
の

入
場
者
と
そ
の
前
後
の
方
に
記
念
品

と
プ
ー
ル
利
用
回
数
券
を
贈
り
祝
い

ま
し
た
。

　
幸
運
に
も
十
万
人
と
な
っ
た
の
は

小
山
市
横
行
の
大
福
地
衣
さ
ん
。
前

後
言
に
は
、
本
町
ひ
ば
り
ケ
丘
の
中

昌
義
家
さ
ん
と
宇
都
宮
市
五
代
三
丁

目
の
窪
田
研
二
さ
ん
で
す
。
ま
た
十

｀W

10万人目となった小山市の大福地宏

さん。記念品が贈られにっこりして
いました。

四
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
本
町
あ

け
ぼ
の
町
の
石
井
清
久
さ
ん
で
「
初

め
て
き
た
ん
で
す
が
、
ば
ん
と
う
に

び
っ
く
り
で
す
ご
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。
前
技
官
は
、
小
山
市
問

々
田
の
松
村
直
樹
さ
ん
と
宇
都
宮
市

雀
宮
の
小
学
四
年
生
菊
地
陽
子
さ
ん

に
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

「びっくりした」と話す14万人目と

　なったあけぼの町の石井清久さん
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